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研究の概要 

侵略的外来生物であるツマアカスズメバチ（Vespa velutina）およびクビアカツヤカミキリ（Aromia 

bungii）は、人命に関わる深刻な刺傷被害やバラ科樹木の大量枯死などの甚大な被害をもたらす。しか

しながら、両種の侵入の早期発見と定着後の根絶が極めて困難であるため、本研究では革新的な化学

的防除体系を下記の戦略で構築する。これらの種の根絶防除が困難である最大の要因は、一般的な防

除用薬剤は極めて選択性が低いため、非標的種に対する生態リスクが懸念され、容器入りベイト剤（ベ

イトステーション）や樹幹注入剤等の高コストな投与手法を用いざるを得ないことにある。そこで本

研究では、これまでの薬剤投与方法を改良して低コスト化・効率化すると共に、分子生物学・構造生物

学的手法と AI技術を駆使して高い選択性を発揮する新規薬剤を開発し、高効果・低リスクの新規化学

的防除法を確立する。具体的には、サブテーマ１ではツマアカスズメバチに対し、ベイト剤の誘引物質

および投与方法の改良を行い、ベイトステーションを不要とする防除技術を開発する。また、クビアカ

ツヤカミキリ成虫の好適な摂食要因を明らかにし、空中薬剤散布等による防除の基盤を確立する。サ

ブテーマ２においては、両種のドラフトゲノムおよびトランスクリプトームを取得して遺伝子情報基

盤を整備し、新規薬剤開発に適した標的遺伝子を選定する。さらに、標的遺伝子を対象とした in 

vitro/in silico 薬剤評価系等の創薬基盤を構築することで、大規模スクリーニングおよびドッキン

グシミュレーション等に基づき新規 RNA 干渉剤および低分子剤を開発する。これらのシーズ薬剤につ

いて、標的外来生物と非標的生物に対する効果を評価し、外来種に対して選択性および効果が高く、生

態リスクが低い薬剤の選抜とその最適な投与方法を開発する。 
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研究の全体概要図 

 

 


